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地震：山沿いでは、余震に備えて土砂災害の危険がある地域からの避難が必要である。
風水害：広い範囲で洪水による浸水が予想されている。また、山沿いでは土砂災害の危険がある。大雨や台風等が
予想される場合は、危険な場所から安全な場所への早めの避難が必要である。

円座校区コミュニティ協議会自主防災会

警戒区域 － 箇所 高潮 - -
土砂災害
発生時

-

土石流
特別警戒区域 － 箇所

警戒区域 5 箇所

地すべり

警戒区域 4 箇所 ～50cm ～3m ～5m ～10m 10m以上

津波 - - - - -

河川の氾濫 2,164,130 1,132,910 1,210 - -

ヘリコプター臨時離着陸場 成合河川敷（香東川公園成合運動場広場）

高潮
発生時

児童サポートセンタープレスタにこ

水位観測所等 -

急傾斜地
特別警戒区域 4 箇所

洪水
発生時

円座ジャンクション、円座幼稚園、体感型デイ  春の風、グループホーム春風荘、デイサービスセンター春いちば
ん、グループホーム・I&I、円座百華こども園、円座小学校、円座放課後児童クラブ  第1 クラブ、円座放課後児
童クラブ  第2 クラブ、円座放課後児童クラブ  第3 クラブ、円座放課後児童クラブ  第4 クラブ、円座五番
館、きんこん館、咲く屋、医療法人よつばウィメンズクリニック、ムック、香東中学校、児童サポートセンタープレ
スタにこ、グループホーム語り愛、ネムの木  グループホーム  円座、ネムの木  デイサービス  円座、こどもサ
ポート教室｢きらり」円座校、えんざ

市役所、総合センター・支所・出張所等 円座出張所

消防署・消防分署・出張所 高松市南消防署円座出張所

警察署・交番・駐在所 -

広域救護病院・市立病院 -

浸水深別面積（㎡）

人口密度 2085.3 人/㎢ 1111.8 人/㎢
＊災害対応の可否：「○」の現象に対応、「△」条件付き対応、「×」未対応　　洪：洪水　内：内水氾濫　土：土砂災害　高：高潮　地：地震　津：津波　火：大規模な火災

世帯人員 2.2 人/世帯 2.0 人/世帯

人
口

総人口

％ 12.2 ％

世帯数 4,915 世帯

％75歳～ 1,583 人 14.5 ％ 16.7

65歳以上の人口 2,714 人 24.9 ％ 28.8 ％

65～75歳 1,131 人 10.4

％5～64歳 7,766 人 71.3

3.8 ％ 3.4 ％

％ 67.8

0～4歳 413 人

10,893 人 地区の割合 市の割合

香東中学校 円座町771 △

円座コミュニティセンター 円座町1622-1 △

円座町1630-2 △

○ ○ ○ ○ ○ ○

様式1　地区の概要 円座

・市の西部に位置する。
・大部分が東部を流れる香東川による段丘及び平野、その中を古
川が流れる。
・西部は山地となっている。
・国道32号など主要な道路があり、鉄道ではことでんが通る。
・65歳以上の高齢者が全体の24.9％を占める。

名称 住所
洪 内 土 高 地 津 火

△ ○ ○ ○ ○

電話
市外局番

087

885-2542

886-6580

886-4993

円座小学校

災害対応の可否＊

○

○

○

指定
避難所

○

○ ○ ○ ○ ○ ×

位置図

3.8%

71.3%

10.4%

14.5%

地区の人口構成

0～4歳 5～64歳 65～75歳 75歳～
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